
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00

１．健康なまちづくりを推進するための人材育成と地区ごとの健康づくり活動の活性化を図る。
２．多様な実施主体による連携のとれた「うすあじ」「からだをうごかす」取組の実施。
　　・働き盛り世代からのロコモ予防　　　　　　　　　　・働きざかり世代からの「うすあじ（減塩）」の啓発
３．各圏域の課題に応じた、地域特性を活かした活動の展開
　　・受動喫煙防止、禁煙支援の取組強化　　　・適正飲酒の普及　　　   ・歯と口腔の健康づくりの普及
　　・食生活改善の啓発強化（野菜をたくさん食べる、朝食を食べる）      ・がん検診、特定健診の受診率向上の取組

事
業
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果
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考
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◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。
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目標値

式・
定義

実績値

23年度

全県・各圏域会議の健康づくりキャンペーン等普及啓発活動の参
加者数

実績値

達成率

35,378

％

人
30,000 30,000

24年度 25年度

30,000 30,000

事務事業の名称 健康長寿しまね推進事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 健康推進課長　知念　希和

施策Ⅱ－２－１　健康づくりの推進

電話番号 0852-22-5248

目
的

（１）対象 県民

（２）意図 県民自らが健康づくりに取り組みやすい環境を整備する

72,511

目標値

圏域を中心とした関係団体、企業等との連携が進み、多
くの参加があり、目標を大きく上回っている。

康長寿しまねの評価として、２０～30歳代の若い世代の食習慣の乱れ、壮年期の運動不足、糖尿病・肥
満・脳卒中等の増加、要介護者の増加などの課題がある。

26年度 27年度
指標名 健康づくりキャンペーン等に取り組んでいる人数

年度 23年度

「第二次健康長寿しまね推進計画（健康増進計画）」に基づき、健康寿命の延伸をめざし、県民、関係機関・団体、行政が一体となり、啓発等県民運動を推進
（１）健康長寿しまね推進会議等の開催　　　　　　（２）健康づくり表彰事業
（３）しまね健康なまちづくり事業
　　①からだを動かそうプロジェクト       ②うすあじプロジェクト     ③しまね健康なまちづくり認証登録事業
　　④しまね健康なまちづくり人材発掘・育成事業（健康長寿しまね活動推進研修会、健康長寿しまね活動推進交流会）
（４）健康長寿しまね啓発広報事業　　　　　（５）圏域健康長寿しまね推進事業

県民運動として、健康長寿しまね推進会議構成団体を中心に、関係機関・団体と連携をとりながら活動が広がり、定着してきており、幅広い年齢層へ波及してきてい
る。
県民の健康に対する意識の向上や、各種健康指標（喫煙率の減少、がん検診等の受診率向上、歯科保健指標等）の改善に成果が見られる。

うち一般財源（千円） 10,457

２６年度実績 ２７年度計画

事　業　費（b）（千円） 10,457

単位

49,350

健康な食、運動などの健康づくりに関する正しい知識や情報を入手する機会が少ない。

関係団体や金管企業等との連携による、様々な機会をとらえた多様な啓発の推進

％

94,142

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

(未選択)


